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筧
克
彦
の
未
公
刊
書
籍
『
惟
神
大
道
』
に
つ
い
て

中

道

豪

一

は
じ
め
に

　

本
稿
は
筧
克
彦
（
明
治
五
～
昭
和
三
六
）
の
未
公
刊
書
籍
『
惟
神
大

道
』
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。

　
『
惟
神
大
道
』
は
昭
和
一
九
年
、
満
州
国
新
京
で
行
わ
れ
た
筧
克

彦
に
よ
る
満
州
康
徳
帝
、
い
わ
ゆ
る
満
州
国
皇
帝
愛
新
覚
羅
溥
儀
へ

の
御
進
講
（
全
二
〇
回
）
を
記
録
し
た
書
物
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
こ

の
御
進
講
の
存
在
は
、
溥
儀
の
手
記
『
我
的
前
半
生
』（
邦
題
『
わ
が

半
生
』）
を
始
め
広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
そ
の
内
容
を

記
録
し
た
進
講
録
の
存
在
が
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
無

論
、
そ
の
存
在
は
三
潴
信
吾
（
大
正
五
～
平
成
一
五
）
を
は
じ
め
、
筧

の
関
係
者
ら
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
戦
後
の
出
版
状

況
を
始
め
と
す
る
諸
般
の
事
情
か
ら
公
刊
の
機
を
得
ず
、
御
進
講
内

容
は
長
く
詳
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
。

よ
っ
て
『
惟
神
大
道
』
は
長
く
未
公
刊
史
料
と
し
て
そ
の
名
を
留
め

る
に
至
っ
て
い
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
平
成
一
五
年
一
一
月
よ
り
、
筧
克
彦
・
三
潴
信
吾

に
縁
あ
る
団
体 

三
潴
修
学
院
が
、そ
の
機
関
誌
『
八
重
垣
』
に
『
惟

神
大
道
』
の
掲
載
を
開
始
し
た
。
会
員
限
定
の
機
関
誌
に
お
け
る
公

開
ゆ
え
書
籍
と
し
て
の
公
刊
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
少
な
く
と
も

未
公
開
史
料
の
座
を
脱
し
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
平
成
二
七
年
現

在
、
そ
の
内
容
が
広
く
周
知
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
実
質
的
に

未
公
刊
史
料
と
し
て
の
環
境
に
あ
る
と
い
う
の
が
実
状
で
あ
る
。

　

本
稿
は
そ
う
し
た
経
緯
の
あ
る
『
惟
神
大
道
』
に
つ
い
て
、
三
潴

信
吾
旧
蔵
の
原
本
と
三
潴
修
学
院
に
よ
っ
て
活
字
化
さ
れ
た
テ
キ
ス

ト
を
校
合
し
た
上
で
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
神
道
論
を
神
道
教
育
研
究

の
立
場
よ
り
吟
味
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
具
体
的
に
は
『
惟
神

大
道
』
の
概
要
を
確
認
し
た
上
で
、
そ
れ
ま
で
の
著
作
に
み
ら
れ
な

い
「
五
門
の
喩
え
」（
筧
本
人
の
表
現
で
は
な
い
が
、
本
稿
で
は
便
宜
上

こ
の
よ
う
に
呼
称
す
る
）
と
い
う
「
惟
神
道
（
神
な
が
ら
の
道
）」
を
修
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め
る
為
の
手
順
を
示
し
た
言
説
と
、
そ
の
手
順
を
踏
ん
だ
理
解
の
具

体
例
と
し
て
天
之
御
中
主
神
と
天
照
大
御
神
の
関
係
を
示
し
た
言
説

に
焦
点
を
絞
り
考
察
を
展
開
し
た
。

一　
『
惟
神
大
道
』
の
概
要
に
つ
い
て

　

本
稿
作
成
に
あ
た
り
閲
覧
し
た
『
惟
神
大
道
』
は
、
筧
克
彦
の
娘

婿
三
潴
信
吾
旧
蔵
の
和
装
本
（
全
五
一
三
頁
）
で
あ
る
。
題
名
は
表

紙
に
墨
書
さ
れ
た
「
惟
神
大
道
」
と
い
う
朱
書
き
の
文
字
と
、
本
文

冒
頭
に
記
さ
れ
た
タ
イ
ト
ル
に
由
来
す
る
。
題
箋
は
な
く
、「
筧
克

彦
先
生　
『
惟
神
大
道
』　

満
州
国
皇
帝
へ
の
御
進
講
録
」
と
記
さ
れ

た
袋
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

　

本
文
は
昭
和
一
九
年
の
御
進
講
を
和
紙
に
タ
イ
プ
打
ち
し
た
も
の

で
、
そ
こ
に
は
後
の
公
刊
を
期
し
た
と
思
わ
れ
る
数
々
の
修
正
・
訂

正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
文
後
ろ
に
設
け
ら
れ
て
い
る
目

次
に
、
速
記
録
と
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
速
記
録
を
活
字
に

起
こ
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
（
（

。
な
お
タ
イ
プ
打
ち
し
た
時
期
、
人

名
に
つ
い
て
は
奥
付
が
な
く
、
詳
細
な
事
情
は
不
明
で
あ
る
。
三
潴

は
、
こ
の
タ
イ
プ
打
ち
冊
子
が
複
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
が
（
（
（

、
平
成
二
七
年
時
点
で
執
筆
者
が
確
認
で
き
た
も
の
は
、

三
潴
信
吾
旧
蔵
の
一
冊
の
み
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
『
惟
神
大
道
』
を
現
代
出
版
の
観
念
か
ら
表
現
す
る
と
、

校
正
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
書
籍
と
い
え
、
一
般
書
店
で
流
通
し

て
い
る
書
籍
と
し
て
認
識
す
べ
き
で
は
な
い
。
例
え
ば
第
二
回
の
冒

頭
（
二
二
頁
）
で
は
「
陪
聴
者
」
の
「
陪
」
と
い
う
文
字
が
タ
イ
プ

で
き
ず
、
そ
の
文
字
が
手
書
き
で
加
え
ら
れ
て
い
る
他
、
二
四
頁
で

は
「
程
度
こ
そ
違
へ
」
と
い
う
表
現
が
「
程
度
こ
そ
異
へ
」
と
ミ
ス

タ
イ
プ
さ
れ
て
い
る
の
で
朱
書
き
で
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
第
三
回
に
「
上
図
」「
第
六
図
」「
第
一
六
図
」
の
記
載
が
あ
る
が
、

本
文
に
そ
れ
ら
の
図
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
『
惟
神
大
道
』
の
付

図
の
多
く
が
、
簡
単
な
糊
付
け
等
で
添
付
さ
れ
て
い
る
状
態
な
の
で
、

紛
失
し
て
し
ま
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

さ
ら
に
時
代
的
な
事
情
か
ら
か
、
タ
イ
プ
打
ち
さ
れ
た
文
字
に
酷
い

か
す
れ
の
あ
る
箇
所
が
少
な
く
な
い
。
筧
の
著
作
や
思
想
を
知
る
者

で
あ
れ
ば
、
前
後
の
文
脈
か
ら
判
別
で
き
る
箇
所
も
多
い
が
、
す
ぐ

に
文
字
を
判
別
で
き
な
い
箇
所
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

　

し
か
し
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
う
し
た
書
誌
状
況
が
御
進
講
の

内
容
を
貶
め
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
肝
心
の
内
容
を
把
握
す
る

為
、
ま
ず
は
構
成
を
確
認
し
て
い
こ
う
。『
惟
神
大
道
』
は
左
に
挙

げ
る
筧
の
言
葉
か
ら
始
ま
る
。

御
進
講
の
御
命
を
拝
し
て
、
謹
み
御
前
に
立
ち
ま
し
た
。
か
し

こ
み
思
ひ
ま
す
る
に
、
是
は
、
陛
下
が
御
心
の
内
な
る
霊
鼓
に

加
へ
し
む
る
に
外
臣
の
拙
な
き
発
を
以
て
し
て
、
御
親
ら
の
鼓

声
を
外
に
聞
こ
し
め
し
給
ふ
御
業
と
存
じ
奉
り
ま
す
。
進
講
者

は
実
質
上
何
物
を
も
加
へ
奉
る
こ
と
を
得
ま
せ
ぬ
。
外
臣
修
養
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未
だ
中
ば
に
し
て
、
又
、
辞
に
達
せ
ず
、
且
宮
中
の
礼
に
習
は

ず
恐
懼
罷
り
在
り
ま
す
。

　

こ
れ
以
降
、
全
二
〇
回
の
御
進
講
は
、
そ
の
内
容
を
一
回
ず
つ
分

割
し
た
二
〇
の
パ
ー
ト
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
そ
の
後
ろ
に
「
皇
帝

陛
下
御
言
葉
」「
摘
要
」「
本
文
の
目
次
」「
図
の
目
次
」
が
続
く
。

因
み
に
「
皇
帝
陛
下
御
言
葉
」
で
は
、
炎
熱
の
中
に
進
講
を
行
っ
た

筧
へ
の
労
い
の
言
葉
と
、
握
手
が
交
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
（
（

。

　

な
お
、
目
次
に
目
を
向
け
る
と
、
活
字
化
さ
れ
た
御
進
講
を
時
間

軸
で
追
え
る
一
般
的
な
目
次
の
他
、
御
進
講
の
内
容
を
端
的
に
理
解

す
る
た
め
の
目
次
（「
摘
要
」）、
さ
ら
に
は
図
の
み
の
目
次
が
付
加
さ

れ
て
い
る
。（
た
だ
し
本
文
の
目
次
は
、
講
義
回
数
の
二
〇
で
は
な
く
、
御

進
講
の
内
容
に
よ
っ
て
分
類
・
構
成
さ
れ
て
い
る
）
そ
の
目
次
を
全
て
挙

げ
る
と
許
さ
れ
た
紙
幅
を
超
過
す
る
為
、
本
項
で
は
「
摘
要
」
を
挙

げ
全
体
内
容
を
把
握
し
た
い
（
（
（

。

門
鍵　
「
心
の
ま
こ
と
」
を
捧
げ
て
神
を
拝
ろ
が
む

　

第
ヒ
ト
ツ

一メ
ノ

門カ
ド　

晴
天
門

　
　

大ミ
ワ

観タ
シ　

�

天
照
大
御
神
は
神
の
中
核
に
し
て
神
の
全
一
と
ま

し
ま
す

　
　
　

第
ヒ
ト
ツ

一メ
ノ

道ミ
チ　

�

天
祖
を
仰
ぎ
奉
る
（
天
晴
れ
中
に
於
け
る
天
晴

れ
）

　
　
　
　

第
一
路　

別
天
神
並
神
世
七
代
の
神
神

　
　
　
　

第
二
路　

三ミ

種ク
サ

の
世ク

界ニ

　
　
　
　

第
三
路　

那
岐
・
那
美
二
神
の
国
生
み
・
神
生
み

　
　
　

第
二
道　

�

皇
祖
を
仰
ぎ
奉
る
（
天
晴
れ
中
に
於
け
る
あ
な

面
白
）

　
　
　
　

大　

観　

大
御
神
は
三
界
の
総
主
と
坐
す

　
　
　
　

第
一
路　

弥
栄
の
万
世
一
系

　
　
　
　

第
二
路　

御
位
種
子
之
神

　
　
　
　

第
三
路　

和ニ
ギ

魂ミ
タ
マ
　

荒ア
ラ

魂
ミ
タ
マ

　
　
　
　

第
四
路　

一
切
の
不
完
全
を
引
受
け
給
ふ

　
　
　
　

第
五
路　

�

本
末
を
序
づ
る
に
よ
り
一
切
を
彌
々
本
に

帰
せ
し
め
給
ふ

　
　
　

第
三
道　

�

国
祖
を
仰
ぎ
奉
る
（
天
晴
れ
中
に
於
け
る
あ
な

手
伸
し
）　　

　
　
　
　

第
一
路　

高
天
原
に
於
け
る
の
肇
国
の
種
子
の
準
備

　
　
　
　

第
二
路　

�

葦
原
に
於
け
る
肇
国
の
種
子
蒔
き
の
田
畠

の
準
備

　
　
　

第
四
道　

�

道
祖
を
仰
ぎ
奉
る
（
天
晴
れ
中
に
於
け
る
あ
な

明
け
）

　
　
　
　

第
一　

天
津
日
嗣
彌
栄
の
御
神
勅

　
　
　
　

第
二　

斎
イ
ハ
ヒ

鏡カ
ガ
ミの
御
神
勅

　
　
　
　

第
三　

思
兼
の
御
神
勅

　
　
　
　

第
四　

天ア
マ

津ツ

神ヒ
モ

籬ロ
ギ

天ア
マ

津ツ

磐イ
ハ

境サ
カ

の
御
神
勅

　
　
　
　

第
五　

侍ホ
セ

殿ギ

防マ
モ

殿リ

の
御
神
勅
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第
六　

斎ユ

庭ニ
ハ

之ノ

穂ホ

の
御
神
勅

　
　
　

第
五
道　

�

治
シ
ロ
シ
メ
ス

祖
モ
ト
ノ
ミ
オ
ヤを
仰
ぎ
奉
る
（
天
晴
れ
中
に
於
け

る
お
け
）

　

第
フ
タ
ツ

二メ
ノ

門カ
ド　

昇
ノ
ボ
ル

日ヒ
ノ

門カ
ド

　
　
　

第
一
道　

皇
室
の
御
高
徳

　
　
　

第
二
道　

臣
民
の
基
本
道
徳

　

第ミ
ツ

三メ
ノ

門カ
ド　

家
イ
ヘ
タ
ル

国ク
ニ
ノ

門カ
ド

　
　

大ミ
ワ　

観タ
シ

　
　

第
一
道　

肇
国

　
　

第
二
道　

八
紘
一
宇

第ヨ
ツ

四メ
ノ

門カ
ド　

明
サ
ヤ
ケ
キ

道ミ
チ
ノ

門カ
ド

　
　

第
一
道　

惟
神
道

　
　

第
二
道　

祭
政
一
致

　
　

第
三
道　

惟
神
道
と
諸
教
と
の
関
係　

　
　
　

第
一
路　

惟
神
道
と
諸
教
と
の
精
神
に
つ
い
て

　
　
　

第
二
路　

諸
教
と
団
結
に
つ
い
て

　
　

第
四
道　

世
界
全
人
と
惟
神
道
と
の
関
係

　
　
　

第
一
路　

前
置
き

　
　
　

第
二
路　

本
論

第イ
ツ
ツ

五メ
ノ

門カ
ド　

進
ス
ス
ム
ベ
キ
二

進ス
ス
ム

門カ
ド

弥　

栄　

惟
神
道
と
満
州
国
と
の
関
係

　

右
を
参
照
す
る
と
『
古
神
道
大
義
』『
続
古
神
道
大
義
』『
神
な
が

ら
の
道
』
に
頻
出
す
る
「
三
種
の
世
界
」「
御
位
種
子
之
神
」
と

い
っ
た
用
語
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
そ
れ
と
共
に
戦
前
の

著
作
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が

戦
後
の
著
作
『
大
正
の
皇
后
宮
御
歌
謹
釈
―
貞
明
皇
后
と
神
な
が
ら

の
御
信
仰
―
』（
筧
克
彦
博
士
著
作
刊
行
会
、 

昭
和
三
六
）
に
見
ら
れ
る

「
門
」
と
い
っ
た
概
念
を
用
い
た
説
き
方
「
五
門
の
喩
え
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
た
め
後
に
詳
し
く
論
じ
る
。

　

ま
た
そ
の
他
に
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
第
二
回
以
降
、

各
回
の
冒
頭
に
記
さ
れ
た
左
に
示
す
御
神
拝
で
あ
る
。

陛
下
に
倣
ひ
奉
り
進
講
者
陪
聴
者
等

伊
勢
大
神
宮

建
国
神
廟

　

の
方
向
に
向
ひ
て
神
拝
を
行
ふ

　
　
　

二　

拝

　
　
　

二
拍
手

　
　

天　

晴　

レ

　
　

ア
ナ
面
白

　
　

ア
ナ
手
伸
シ

　
　

ア
ナ
明
ケ

　
　

オ
ケ

　
　
　

二
拍
手

　
　
　

一
拝



筧克彦の未公刊書籍『惟神大道』について（中道）311

　

現
在
の
神
社
神
道
で
は
「
二
拝　

二
拍
手　

一
拝
」
と
い
う
神
拝

作
法
が
一
般
的
だ
が
、
筧
の
神
拝
作
法
は
そ
れ
と
異
な
っ
て
い
る
。

二
拝
二
拍
手
ま
で
は
同
じ
も
の
の
、
そ
れ
に
続
き
「
天
晴　

ア
ナ
面

白　

ア
ナ
手
伸
シ　

ア
ナ
明
ケ　

オ
ケ
」
を
唱
え
、
そ
の
後
に
再
び

「
二
拍
手
」
を
行
い
、
そ
し
て
「
一
拝
」
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
神
拝
作
法
は
「
惟
神
道
（
神
な
が
ら
の
道
）」
を
修
め
る
際
、
神

を
拝
む
行
為
を
徹
底
さ
せ
る
存
在
と
し
て
詳
し
い
説
明
が
加
え
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
も
後
述
す
る
。

　

以
上
、
本
項
は
大
ま
か
で
は
あ
る
が
『
惟
神
大
道
』
の
書
誌
的
情

報
と
、
そ
の
特
徴
を
指
摘
し
た
。

二�　

未
公
刊
書
籍
に
お
け
る
『
惟
神
大
道
』
の
位
置
に

つ
い
て

　

先
述
し
た
通
り
『
惟
神
大
道
』
は
皇
帝
陛
下
へ
の
御
進
講
の
内
容

を
記
し
た
も
の
だ
が
、
平
成
二
七
年
現
在
、
実
質
的
に
未
公
刊
史
料

の
位
置
づ
け
に
あ
る
と
い
う
事
情
か
ら
、
そ
の
内
容
は
勿
論
の
こ
と
、

周
辺
事
情
も
ま
た
詳
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
そ
こ
で

本
項
は
『
惟
神
大
道
』
の
理
解
を
促
進
さ
せ
る
為
、
そ
し
て
次
項
の

考
察
に
資
す
る
為
、
戦
後
に
お
け
る
筧
の
未
公
刊
書
籍
の
状
況
と
、

そ
こ
に
お
け
る
『
惟
神
大
道
』
の
位
置
を
確
認
し
た
い
。

　

筧
に
明
治
四
四
年
出
版
の
『
仏
教
哲
理
』
を
始
め
と
す
る
様
々
な

著
作
が
存
在
す
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
だ
が
、
そ
れ
と
同
時
に
未
公

開
の
書
籍
・
原
稿
が
あ
る
こ
と
も
ま
た
、
研
究
者
を
中
心
に
知
ら
れ

て
い
る
事
実
で
あ
る
。
結
論
か
ら
述
べ
る
と
昭
和
二
〇
～
三
〇
年
代

に
未
公
刊
書
籍
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
も
の
は
、
平
成
二
七
年
現
在
、

ほ
ぼ
そ
の
範
疇
を
脱
し
て
い
る
。
た
だ
し
昭
和
五
六
年
、
筧
克
彦
の

娘
婿
で
あ
る
三
潴
信
吾
が
、
原
稿
の
ま
ま
残
さ
れ
た
論
文
等
が
菊
判

で
一
万
ペ
ー
ジ
ほ
ど
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
順
次
公
刊
し
て
い

く
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
よ
う
に
（
（
（

、
い
ま
だ
書
籍
と
し
て
の
構
想
に

至
っ
て
い
な
か
っ
た
多
数
の
原
稿
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
に
せ
よ
、

本
項
で
は
こ
れ
ま
で
未
公
刊
書
籍
と
呼
ば
れ
た
こ
と
の
あ
る
著
作
に

焦
点
を
絞
り
、
そ
の
状
況
を
確
認
す
る
。

　

ま
ず
指
摘
す
べ
き
が
『
偉
聖
菅
原
道
真
公
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
北

野
神
社
（
現
在
の
北
野
天
満
宮
）
で
斎
行
さ
れ
た
菅
原
道
真
の
生
誕
一

一
〇
〇
年
並
び
に
御
鎮
座
一
〇
〇
〇
年
の
記
念
大
祭
に
合
わ
せ
て
寄

進
し
た
一
文
に
補
正
を
加
え
た
も
の
で
、
昭
和
一
九
年
の
出
版
を
考

え
て
い
た
が
、
戦
況
激
化
・
敗
戦
と
い
っ
た
事
情
の
た
め
出
版
で
き

な
か
っ
た
経
緯
を
も
つ
。
こ
の
状
況
が
変
化
し
た
の
が
昭
和
三
四
年

の
こ
と
で
、
筧
の
米
寿
を
祝
賀
し
た
知
友
門
弟
有
志
た
ち
の
働
き
か

け
に
よ
り
筧
克
彦
先
生
米
寿
祝
賀
会
が
組
織
さ
れ
、『
偉
聖
菅
原
道

真
公
』（
米
寿
祝
賀
会　

昭
和
三
四
）
と
し
て
公
刊
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
『
偉
聖
菅
原
道
真
公
』
が
公
刊
さ
れ
た
時
点
、
す
な
わ
ち
昭
和
三

四
年
時
点
に
お
け
る
未
刊
行
書
籍
の
状
況
を
窺
え
る
の
が
「
筧
克
彦

先
生
略
歴　

筧
克
彦
先
生
著
作
一
覧
」
と
い
う
Ａ
4
サ
イ
ズ
一
枚
の
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史
料
で
あ
る
。（
こ
れ
は
『
偉
聖
菅
原
道
真
公
』
に
も
封
入
さ
れ
て
い
る
）

こ
こ
に
大
量
の
未
発
表
原
稿
の
存
在
と
並
び
、
幾
つ
か
の
未
公
刊
書

籍
が
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
が
『
皇
学
研
究
図
』『
満
州

国
皇
帝
御
進
講
録
』『
貞
明
皇
后
御
歌
謹
解
』
で
あ
る
。
史
料
に
は

明
治
四
四
年
の
『
仏
教
哲
理
』
か
ら
『
古
神
道
大
義
』『
神
な
が
ら

の
道
』『
日
本
体
操
』『
大
日
本
帝
国
憲
法
の
根
本
義
』
と
い
っ
た
著

作
が
出
版
年
と
共
に
紹
介
さ
れ
、
そ
の
後
ろ
に
左
の
記
述
が
続
い
て

い
る
。㊀　

未
刊
、
皇
学
研
究
図
（
三
〇
〇
余
枚
）

㊀　

未
刊
、
満
州
国
皇
帝
御
進
講
録
（
神
な
が
ら
の
道
）

㊀　

未
刊
、
貞
明
皇
后
御
歌
謹
解
（
近
刊
の
予
定
）

　

二
つ
目
の
「
満
州
国
皇
帝
御
進
講
録
（
神
な
が
ら
の
道
）」
が
本
稿

で
扱
う
『
惟
神
大
道
』
の
こ
と
で
、
未
だ
書
籍
と
し
て
公
刊
さ
れ
て

い
な
い
状
況
に
あ
る
わ
け
だ
が
、
他
の
二
書
に
関
し
て
は
既
に
公
刊
、

も
し
く
は
一
部
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

ま
ず
「
皇
学
研
究
図
」
は
、
そ
の
一
部
が
『
皇
学
図
録　

第
一

巻
』（
立
花
書
房　

昭
和
三
六
）
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
昭

和
三
六
年
度
文
部
省
研
究
成
果
刊
行
補
助
金
を
受
け
、
筧
泰
彦
が
編

集
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
「
ま
え
が
き
」
に
は
昭
和
二
〇
年
頃
ま

で
に
筧
の
作
成
し
た
図
が
約
百
三
十
に
達
し
た
こ
と
と
共
に
、
昭
和

二
〇
年
以
降
、
講
義
や
講
演
の
補
助
的
な
も
の
で
は
な
く
、
図
の
み

で
思
想
内
容
を
解
示
し
よ
う
と
す
る
方
向
へ
進
ん
だ
こ
と
、
そ
の
数

は
約
二
百
七
十
に
達
し
た
こ
と
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
左
の
記

述
か
ら
、
全
て
の
図
が
収
録
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

こ
ゝ
に
収
め
た
皇
学
図
録
第
一
巻
は
主
と
し
て
前
記
の
も
の
の

う
ち
か
ら
、
皇
国
体
並
に
憲
法
・
法
学
に
関
す
る
も
の
六
十
七

図
を
選
ん
で
四
十
八
図
に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
の
思

想
の
一
そ
う
円
熟
し
、
図
も
一
入
精
彩
を
加
え
た
後
期
の
作
は

そ
の
内
容
の
片
鱗
を
「
第
一
図
（
番
外
）
皇
学
図
録
索
引
」
に

窺
は
し
め
る
に
止
め
、
こ
れ
を
次
巻
に
譲
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
（
（
（

。

　

因
み
に
『
皇
学
図
録　

第
一
巻
』
の
続
編
は
現
在
に
至
る
ま
で
刊

行
さ
れ
て
い
な
い
為
、
筧
晩
年
の
皇
学
図
は
未
だ
世
に
出
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
部
が
公
刊
さ
れ
た
…
と
い
う
の
は
こ

う
し
た
意
味
で
あ
る
。

　

続
い
て
「
近
刊
の
予
定
」
と
記
さ
れ
て
い
る
「
貞
明
皇
后
御
歌
謹

解
」
は
昭
和
三
六
年
に
『
大
正
の
皇
后
宮
御
歌
謹
釈
―
貞
明
皇
后
と

神
な
が
ら
の
御
信
仰
―
』（
筧
克
彦
博
士
著
作
刊
行
会
）
と
し
て
公
刊

さ
れ
た
。
こ
れ
は
貞
明
皇
后
の
御
歌
を
「
神
な
が
ら
の
道
」
か
ら
謹

釈
し
た
も
の
で
、
陛
下
の
御
目
に
入
れ
よ
う
と
執
筆
し
て
い
た
も
の

の
、
完
成
に
至
る
前
に
崩
御
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
来
歴
を
持
つ

書
で
あ
る
。
そ
の
後
、
筧
は
原
稿
を
完
成
さ
せ
、
出
版
を
心
待
ち
に

し
て
い
た
も
の
の
、
昭
和
三
六
年
二
月
に
急
逝
し
て
し
ま
う
。
よ
っ

て
昭
和
三
六
年
に
出
版
さ
れ
た
『
大
正
の
皇
后
宮
御
歌
謹
釈
』
も
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『
皇
学
図
録　

第
一
巻
』
も
筧
没
後
の
出
版
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
未
刊
行
書
籍
が
次
々
と
公
刊
さ
れ
て
い
く
中
、
最
後

ま
で
手
付
か
ず
で
残
っ
た
の
が
「
満
州
国
皇
帝
御
進
講
録
（
神
な
が

ら
の
道
）」
す
な
わ
ち
『
惟
神
大
道
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お

教
学
叢
書
の
第
九
輯
と
し
て
編
ま
れ
た
『
惟
神
の
大
道
』（
教
学
局 

昭
和
一
五
）
は
書
名
こ
そ
類
似
し
て
い
る
が
別
内
容
の
も
の
で
あ
る
。

三　

御
進
講
に
つ
い
て
の
言
説

　

本
項
で
は
筧
の
御
進
講
に
つ
い
て
の
言
説
を
取
り
上
げ
る
。
ま
ず

は
実
子
筧
泰
彦
の
「
父
筧
克
彦
の
こ
と
ど
も
」
は
御
進
講
の
様
子
を

左
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

昭
和
十
九
年
に
は
満
州
国
皇
帝
か
ら
父
に
神
な
が
ら
の
道
を
進

講
す
る
よ
う
に
、
と
の
命
を
う
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
関
東
軍
あ

た
り
の
指
金
も
あ
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
父
は
こ
の

機
会
に
自
己
の
正
し
い
と
信
ず
る
考
え
を
そ
の
ま
ま
に
進
講
し

よ
う
と
考
え
た
よ
う
で
す
。
事
実
こ
の
進
講
で
は
、
根
本
か
ら

で
は
あ
り
ま
す
が
、
随
分
現
実
の
戦
争
に
対
す
る
き
び
し
い
批

判
も
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
も
と
よ
り
そ
れ
相
応
の
覚
悟

を
し
て
い
た
よ
う
で
、
恐
ら
く
無
事
に
帰
れ
る
と
は
考
え
て
い

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
没
後
筐
底
に
あ
っ
た
遺

歌
は
こ
の
出
発
の
際
に
読
ん
で
残
し
て
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
特
に
そ
う
い
う
不
慮
の
際
を
思
い
は
か
っ
て
次
男
の
わ

た
く
し
に
同
行
を
求
め
ま
し
た
。
幸
い
に
わ
た
く
し
は
東
大
か

ら
出
張
の
命
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
て
、
と
も
に
満
州
国

へ
渡
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
滞
在
中
本
土
は
空
襲
に
さ
ら

さ
れ
、
東
条
内
閣
は
倒
れ
、
小
磯
内
閣
と
な
り
、
関
東
軍
も
本

土
防
衛
の
た
め
、
満
州
か
ら
大
部
隊
を
引
上
げ
る
な
ど
の
大
騒

ぎ
と
な
り
、
朝
鮮
海
峡
も
敵
潜
水
艦
の
勢
力
下
に
入
っ
て
、
帰

路
を
遮
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
奇
蹟
的
に
帰
国
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
（
（

。

　

戦
況
が
激
化
す
る
当
時
の
状
況
だ
け
で
な
く
、
御
進
講
を
取
り
巻

く
苛
烈
な
状
況
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
次
い
で
筧
克
彦
の
娘
婿
で

あ
る
三
潴
信
吾
も
御
進
講
の
様
子
を
左
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

戦
時
中
、
昭
和
十
五
年
に
は
新
京
に
飛
ん
で
、
満
州
国
皇
帝
に

も
「
惟
神
大
道
」
と
し
て
御
進
講
さ
れ
、
こ
の
御
進
講
録
は
和

文
タ
イ
プ
さ
れ
て
数
部
が
現
存
し
て
居
る
が
、
外
国
人
に
説
か

れ
た
も
の
で
も
あ
り
、
一
層
解
り
易
い
、
且
、
貴
重
な
資
料
で

あ
る（（
（

　

こ
の
昭
和
一
五
年
云
々
と
い
う
の
は
、
昭
和
一
二
年
の
満
州
国
建

国
大
学 

名
誉
教
授
就
任
等
に
伴
う
渡
満
に
基
づ
く
表
現
と
思
わ
れ

る
が
、
御
進
講
自
体
は
昭
和
一
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　

次
に
挙
げ
る
の
が
御
進
講
を
「
荒
唐
無
稽
に
す
ぎ
た
」
と
評
す
る

入
江
曜
子
で
あ
る
。『
貴
妃
は
毒
殺
さ
れ
た
か　

皇
帝
溥
儀
と
関
東

軍
参
謀
吉
岡
の
謎
』（
新
潮
社 

平
成
一
〇
）
に
お
け
る
関
連
箇
所
を
左
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に
挙
げ
る
。

片
倉
の
推
薦
を
う
け
、
古
事
記
を
素
材
と
し
て
「
惟
神
道
」
を

熱
心
に
講
じ
た
の
は
、
東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
授
筧
克
彦
で
あ

る
。
大
学
で
も
「
い
や
さ
か
！
」
と
第
一
声
を
発
し
て
講
義
を

は
じ
め
る
こ
と
で
有
名
だ
っ
た
こ
の
国
粋
主
義
者
は
、
天
御
中

主
神

―
天
の
真
ん
中
に
位
置
す
る
こ
の
神
話
の
主
を
中
心
に

し
、
何
枚
か
の
絵
図
ま
で
用
意
し
た
熱
情
を
こ
め
た
講
義
を
し

た
。
世
界
の
宗
教
を
一
本
の
木
に
た
と
え
、
幹
は
神
道
、
枝
葉

は
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
で
あ
る
こ
と
を
図
解
し
て
説
き
、

あ
る
と
き
は
一
杯
の
清
水
と
、
醤
油
、
酢
の
瓶
な
ど
が
並
ん
で

い
る
絵
図
を
し
め
し
て
清
浄
な
清
水
は
神
道
、
醤
油
や
酢
は
儒

教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
回
教
な
ど
で
、
す
べ
て
は
神
道
が
み
な
も

と
で
あ
る
、
と
い
う
（
（
（

。

　

入
江
は
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
で
あ
り
研
究
者
で
は
な
い
。
さ

ら
に
こ
の
引
用
箇
所
は
、
溥
儀
と
関
東
軍
の
吉
岡
安
直
少
将
（
満
州

帝
室
御
用
掛
）・
片
倉
衷
少
佐
の
や
り
取
り
を
中
心
と
し
た
部
分
で
あ

り
、
筧
に
つ
い
て
の
分
析
に
注
力
し
た
部
分
で
は
な
い
に
せ
よ
、

「
国
粋
主
義
者
」
と
い
う
認
識
を
示
し
た
う
え
で
、
そ
の
内
容
を
紹

介
し
て
い
る
の
は
た
い
へ
ん
興
味
深
い
。
し
か
し
前
項
で
示
し
た
よ

う
に
御
進
講
内
容
を
記
し
た
『
惟
神
大
道
』
が
当
時
公
開
さ
れ
て
い

た
わ
け
で
な
い
。
入
江
は
如
何
な
る
史
料
に
基
づ
き
、
こ
の
記
述
を

為
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
参
考
と
な
る
の
が
、
溥
儀
が
中
華
人

民
共
和
国
に
囚
わ
れ
た
後
に
記
し
た
『
我
的
前
半
生
』（
新
華
書
店
北

京
発
行
所　

昭
和
三
九
）
で
あ
る
。
日
本
国
内
で
は
そ
の
翌
年
邦
訳

『「
満
州
国
」
皇
帝
の
自
伝　

わ
が
半
生
』
が
出
版
さ
れ
、
昭
和
五
二

年
に
筑
摩
書
房
か
ら
『
わ
が
半
生
』
が
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
溥
儀

は
そ
の
書
で
御
進
講
の
様
子
を
左
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

私
と
傀
儡
の
大
臣
た
ち
に
「
神
道
」
思
想
を
受
け
入
れ
さ
せ
る

た
め
、
日
本
関
東
軍
は
め
ん
ど
う
も
い
と
わ
ず
、
わ
ざ
わ
ざ
著

名
な
神
道
家
筧
克
彦
（
日
本
皇
太
后
の
神
道
講
師
だ
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
）
を
招
い
て
、
私
に
進
講
し
た
。
こ
の
神
道
家
は
講
義

の
と
き
、
い
つ
も
奇
妙
キ
テ
レ
ツ
な
教
材
を
い
ろ
い
ろ
持
っ
て

き
た
。
た
と
え
ば
一
枚
の
掛
図
で
、
一
本
の
木
が
描
い
て
あ
る
。

彼
の
話
で
は
、
こ
の
根
は
日
本
の
神
道
と
同
じ
で
、
上
の
枝
は
、

各
国
の
い
ろ
い
ろ
な
宗
教
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
八
紘
一
宇
と
い

う
意
味
は
、
す
べ
て
が
日
本
と
い
う
祖
先
に
源
を
持
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
な
の
だ
っ
た
。
ま
た
一
枚
の
紙
に
は
一
杯
の
清
水

が
描
い
て
あ
り
、
そ
の
そ
ば
に
醤
油
の
瓶
・
酢
の
瓶
な
ど
が
い

く
つ
か
立
っ
て
い
る
。
清
水
は
日
本
の
神
道
で
、
醤
油
や
酢
が

世
界
の
各
宗
教
、
た
と
え
ば
仏
教
・
儒
教
・
道
教
・
キ
リ
ス
ト

教
・
回
教
等
々
だ
と
い
う
。
日
本
の
神
道
は
清
浄
な
水
の
よ
う

な
も
の
で
、
他
の
宗
教
は
す
べ
て
日
本
の
神
道
に
源
を
発
し
て

い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
奇
妙
な
説
が
い
ろ
い
ろ

あ
っ
た
が
、
く
わ
し
い
こ
と
は
も
う
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
講
義
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を
聞
く
と
き
、
日
本
人
が
ど
う
考
え
た
か
私
は
知
ら
な
い
が
、

私
自
身
と
傀
儡
大
臣
た
ち
は
、
い
つ
も
笑
い
た
く
な
る
の
を
押

さ
え
き
れ
な
か
っ
た
し
、
眠
っ
て
し
ま
う
者
さ
え
あ
っ
た
。
あ

だ
名
を
大
頭
の
于
と
い
う
「
軍
政
部
大
臣
」
于
深
澂
は
「
道
」

の
講
義
を
聞
く
た
び
に
首
を
横
に
曲
げ
て
い
び
き
を
か
い
て
い

た
（
（（
（

。

　

皇
帝
が
戦
後
に
お
い
て
戦
前
を
回
顧
し
た
様
子
を
窺
え
よ
う
。
そ

し
て
木
・
清
水
の
た
と
え
話
が
重
な
る
こ
と
か
ら
、
入
江
の
評
論
は

右
の
記
述
に
依
拠
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
『
我
的
前
半
生
』（『
我
が
半
生
』）
が
、
中
国
当
局
や
専
門

家
が
手
を
加
え
た
書
物
で
あ
る
こ
と
、
遼
寧
省
撫
順
の
戦
犯
管
理
施

設
等
で
「
学
習
」
を
し
た
結
果
の
書
物
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ

る
こ
と
は
勿
論
、
昭
和
三
九
版
の
削
除
・
修
正
部
分
を
改
め
た
「
完

全
版
」
が
、
平
成
一
九
年
に
群
衆
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
注
意
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
極
東
国
際
軍
事
裁
判
で
行
っ
た

偽
証
の
謝
罪
、
日
本
軍
と
満
州
国
と
の
連
絡
役
を
務
め
た
関
東
軍
将

校
の
吉
岡
安
直
に
罪
を
な
す
り
つ
け
た
こ
と
の
反
省
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
て
お
り
、
昭
和
三
九
年
版
の
記
述
を
も
っ
て
、
昭
和
一
九
年
に

お
け
る
溥
儀
の
胸
中
、
さ
ら
に
は
執
筆
時
の
胸
中
を
示
し
た
も
の
と

は
言
い
難
い
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
入
江
と
同
じ
く
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
で
あ
る
工
藤
美

代
子
も
『
母
宮
貞
明
皇
后
と
そ
の
時
代
』（
中
央
公
論
新
社　

平
成
一

九
）
で
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
（（
（

。
朝
日
新
聞
（
平
成
一
八
年
一
二
月

一
七
日
）
が
報
じ
た
記
事
「
日
本
軍
へ
の
支
援
『
自
ら
命
令
』　

東

京
裁
判
偽
証
『
わ
び
た
い
』」
に
記
さ
れ
た
「
す
べ
て
を
関
東
軍
と

吉
岡
の
せ
い
で
あ
る
か
の
よ
う
に
し
た
が
、
事
実
は
す
べ
て
私
が
自

発
的
に
行
っ
た
こ
と
だ
っ
た
」
と
い
う
溥
儀
の
証
言
を
引
き
な
が
ら
、

溥
儀
の
証
言
に
代
表
さ
れ
る
東
京
裁
判
や
、
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
歴

史
観
の
検
証
を
訴
え
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
筧
を
丹
念
に
調
べ
た
者
で
あ
れ
ば
、
実
子
筧
素
彦
の

『
今
上
陛
下
と
母
宮
貞
明
皇
后
』（
日
本
教
文
社　

昭
和
六
二
）
に
記
さ

れ
た
「
大
宮
さ
ま
の
御
学
問
と
歌
道
」
に
お
け
る
皇
帝
に
つ
い
て
の

記
述
を
見
逃
す
ま
い
。
こ
こ
に
は
貞
明
皇
后
と
筧
克
彦
の
交
流
が
記

さ
れ
る
と
共
に
、
皇
帝
と
の
交
流
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
満
州
国
皇
帝
訪
日
の
際
の
皇
太
后
陛
下
は
、
ま
る
で
本
当
の
お
子

様
の
よ
う
に
深
い
慈
愛
を
お
注
ぎ
に
な
っ
た
の
で
溥
儀
皇
帝
も
ま
た

深
く
感
動
さ
れ
、
本
当
の
御
親
子
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
」

と
い
う
記
述
や
、
皇
帝
が
東
京
裁
判
で
色
々
と
問
題
の
多
い
発
言
を

し
た
こ
と
を
貞
明
皇
后
が
残
念
に
思
召
さ
れ
た
記
述
が
そ
れ
に
あ
た

る
が
、
そ
う
し
た
沿
革
・
事
例
を
無
視
し
て
特
殊
な
状
況
に
あ
っ
た

皇
帝
の
言
に
依
拠
し
、
心
中
を
語
る
の
は
学
問
と
し
て
慎
む
べ
き
も

の
と
考
え
る
（
（（
（

。

　

ま
た
平
成
一
九
年
版
に
お
い
て
、
筧
の
登
場
す
る
部
分
で
指
摘
さ

れ
る
「
这
一
自
然
段
在
定
本
中
被
刪
削
。
书
中
类
似
俏
皮
话
被
刪
削
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者
甚
多
（
（（
（

」
と
い
う
削
除
部
分
に
関
す
る
注
釈
、
さ
ら
に
完
全
版
の
編

集
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
未
だ
状
況
を
断
ず
る
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
。
例
え
ば
皇
帝
は
昭
和
一
〇
年
と
昭
和
一
五
年
に
日
本
を

訪
問
し
て
い
る
。
工
藤
は
後
者
の
訪
日
で
、
貞
明
皇
后
を
は
じ
め
多

く
の
皇
族
が
皇
帝
を
迎
え
、
皇
帝
も
こ
れ
に
心
か
ら
応
え
た
さ
ま
を
、

吉
田
鞆
子
の
手
記
を
参
考
に
描
い
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
丹
念
に

史
料
を
読
み
解
く
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
念
頭
に
置
く
必
要

が
あ
る
。
よ
っ
て
御
進
講
に
関
し
て
も
、『
わ
が
半
生
』
に
は
斯
く

記
さ
れ
て
い
る
…
と
い
う
指
摘
に
と
ど
め
る
ほ
か
な
い
。

　

皇
帝
の
数
奇
な
生
涯
は
周
知
の
通
り
だ
が
、
本
稿
は
仮
定
や
推
論

を
重
ね
溥
儀
の
心
中
を
推
し
量
る
こ
と
を
目
的
と
し
な
い
。
そ
う
し

た
関
連
状
況
は
視
野
に
入
れ
つ
つ
も
『
惟
神
大
道
』
を
着
実
に
読
み

解
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

四　

五
門
の
喩
え

　

本
項
で
は
二
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
に
焦
点
を
絞
り
『
惟
神
大
道
』
の
神

道
論
を
吟
味
し
て
い
く
。
そ
れ
は
「
五
門
の
喩
え
」
と
い
う
「
惟
神

道
（
神
な
が
ら
の
道
）」
の
説
き
方
と
、
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
認
識
の

一
つ
「
天
照
大
御
神
と
天
之
御
中
主
神
と
の
関
係
」
で
あ
る
。

　

ま
ず
『
惟
神
大
道
』
の
全
体
を
俯
瞰
し
た
際
、
従
来
の
主
張
が
大

き
く
変
化
し
た
跡
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
内
容
を
噛
み
砕
い
た

数
々
の
喩
え
を
始
め
、
従
来
の
説
明
で
は
理
解
が
難
し
い
と
思
わ
れ

る
箇
所
に
焦
点
を
絞
っ
た
説
明
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
理
解
を
促
す
工
夫

が
各
所
に
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
か
つ
て
筧
泰
彦
が

『
神
な
が
ら
の
道
』
の
説
明
を
『
古
神
道
大
義
』
と
い
っ
た
初
期
著

作
に
比
べ
平
易
か
つ
円
熟
と
い
う
言
葉
で
評
し
た
が
、『
惟
神
大
道
』

は
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
歩
み
を
進
め
た
跡
が
認
め
ら
れ
る
（
（（
（

。「
五
門
の

喩
え
」
と
「
天
照
大
御
神
と
諸
神
と
の
関
係
」
と
い
う
ト
ピ
ッ
ク
に

焦
点
を
絞
る
と
い
う
の
は
、
そ
う
し
た
工
夫
を
具
体
的
に
理
解
で
き

る
格
好
の
事
例
だ
か
ら
で
も
あ
る
。

　

ま
ず
「
五
門
の
喩
え
」
は
、
惟
神
道
（
神
な
が
ら
の
道
）
を
修
め

る
ま
で
の
見
取
り
図
を
「
門
」「
道
」「
路
」
と
い
う
概
念
で
喩
え
た

も
の
で
あ
る
。
筧
の
言
を
参
照
し
よ
う
。

神
に
達
し
神
に
捧
げ
む
と
す
る
道
た
る
「
心
の
ま
こ
と
」
を
鍵

と
し
て
大
門
（
総
門
）
を
開
き
ま
す
れ
ば
、
そ
こ
に
惟
神
道
に

は
、
五
つ
の
門
（
入
口
）
が
御
座
い
ま
す
（
（（
（

。

　

五
門
と
は
五
つ
の
門
の
こ
と
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
「
天
晴
門
」

「
昇
日
門
」「
家
国
門
」「
明
道
門
」「
進
進
門
」
を
指
す
。
そ
し
て
各

門
の
先
に
は
「
道
」「
路
」
が
存
在
し
理
解
の
軽
重
や
経
路
が
示
さ

れ
て
い
る
。
第
一
門
の
晴
天
門
を
例
に
挙
げ
る
。
門
の
先
に
あ
る
第

一
道
に
は
三
つ
の
路
、
第
二
道
に
は
五
つ
の
路
、
第
三
道
に
は
二
つ

の
路
、
第
四
道
に
は
六
つ
の
路
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お

「
五
門
の
喩
え
」
は
、『
古
神
道
大
義
』『
続
古
神
道
大
義
』『
神
な
が

ら
の
道
』
と
い
っ
た
戦
前
期
の
著
作
に
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
大
き
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な
特
徴
で
あ
る
。

　

た
だ
し
そ
れ
は
「
五
門
の
喩
え
」
を
『
惟
神
大
道
』
以
外
の
著
作

に
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
前
述
の
昭
和
三
六

年
に
刊
行
さ
れ
た
『
大
正
の
皇
后
宮
御
歌
謹
釈
』
に
五
門
の
存
在
が

確
認
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
本
は
「
藤
の
巻
」「
楓
の
巻
」「
萩

の
巻
」
か
ら
成
っ
て
お
り
、
中
で
も
「
楓
の
巻
」
に
力
が
注
が
れ
て

い
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
目
次
を
み
て
み
よ
う
。

「
御
歌
」「
諸
言
」「
世
界　

三
種
の
世
界
」
と
記
さ
れ
た
後
に
「
第

一
門　

天
晴
れ
」「
第
二
門　

あ
な
面
白
」「
第
三
門　

あ
な
た
の

し
」「
第
四
門　

あ
な
明
け
」「
第
五
門　

お
け
」
と
い
う
構
成
が
確

認
で
き
る
。
要
す
る
に
陛
下
の
御
歌
を
、
各
門
の
意
義
に
従
い
分
類

し
た
上
で
解
説
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
「
第
一
門　

天

晴
れ
」
で
は
「
そ
こ
ま
で
も　

心
澄
ま
さ
む　

ま
こ
と
よ
り　

外
に

は
浮
か
ぶ　

も
の
の
な
き
ま
で
」
と
い
う
御
歌
か
ら
「
大
御
身
に　

な
べ
て
の
つ
み
を　

負
ひ
ま
し
て　

み
そ
ぎ
し
ま
せ
る　

大
神
か
し

こ
」
ま
で
の
三
一
首
を
挙
げ
、
其
々
に
謹
釈
を
加
え
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
「
五
門
の
喩
え
」
は
著
作
の
上
に
お
い
て
は
『
大
正
の
皇
后
宮

御
歌
謹
釈
』
で
突
如
現
れ
た
観
が
あ
っ
た
が
、『
惟
神
大
道
』
の
内

容
が
判
明
し
た
こ
と
で
、
そ
の
神
道
論
の
沿
革
が
正
確
に
理
解
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
Ⅰ
）「�

心�

の
ま
こ
と
」
に
つ
い
て

―
そ
の
意
義
と
発
揚
プ
ロ
セ
ス
―

　

で
は
次
に
「
五
門
の
喩
え
」
を
具
体
的
に
読
み
解
い
て
い
く
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
そ
れ
は
各
門
の
定
義
を
眺
め
れ
ば
良
い
わ
け

だ
が
、
そ
の
確
実
な
理
解
の
為
に
は
「
心
の
ま
こ
と
」
と
い
う
概
念

を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
前
掲
の
引
用
に
「「
心
の
ま
こ

と
」
を
鍵
と
し
て
大
門
（
総
門
）
を
開
き
ま
す
れ
ば
」
と
い
う
記
述

が
あ
っ
た
が
、
筧
の
言
に
従
う
な
ら
、
こ
の
概
念
を
理
解
し
な
け
れ

ば
、
大
門
を
開
く
こ
と
も
で
き
な
け
れ
ば
、
五
門
を
見
る
こ
と
も
か

な
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

筧
は
左
の
様
に
述
べ
る
。
最
も
確
実
な
存
在
た
る
神
を
窺
う
に
は

「
心
の
ま
こ
と
」
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
「
心
の
ま
こ
と
」
を
発
揚

す
る
最
も
早
く
完
全
な
る
方
法
は
神
様
を
拝
む
こ
と
だ
…
と
（
（（
（

。
そ
し

て
神
様
を
拝
む
こ
と
は
、
惟
神
道
の
手
始
め
で
あ
る
と
同
時
に
、
惟

神
道
の
極
致
で
も
あ
る
と
い
う
か
ら
、
こ
れ
が
単
に
「
心
の
ま
こ

と
」
発
揚
の
一
チ
ャ
ー
ト
と
し
て
限
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
な
い
こ

と
に
注
意
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。「
心
の
マ
コ
ト
を
振
ひ
起
こ
す

こ
と
に
よ
つ
て
神
様
を
お
拝
み
致
し
ま
す
る
が
、
神
様
を
お
拝
み
す

る
こ
と
に
よ
つ
て
心
の
マ
コ
ト
が
成
り
ま
す
。
そ
こ
で
ま
た
更
に
心

の
マ
コ
ト
を
発
揚
い
た
し
ま
し
て
神
様
を
お
拝
み
致
し
ま
す
る
と
、

そ
の
心
の
マ
コ
ト
が
彌
々
徹
底
し
て
参
り
ま
す
（
（（
（

」
と
あ
る
の
は
そ
の
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証
左
で
あ
る
。

　

た
だ
し
こ
の
主
張
は
い
さ
さ
か
難
解
で
あ
る
点
も
否
め
な
い
。
そ

こ
で
「
心
の
ま
こ
と
」
を
別
の
言
葉
で
理
解
す
る
な
ら
ば
「
天
晴　

ア
ナ
面
白　

ア
ナ
手
伸
シ　

ア
ナ
明
ケ　

オ
ケ
」
に
注
目
す
る
と
よ

い
。
幾
分
か
の
補
足
説
明
は
必
要
と
な
る
が
、
こ
の
心
持
が
「
心
の

ま
こ
と
」
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
大
門
を
開
く
鍵
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
上
で
、
今
一

つ
注
意
す
べ
き
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
ま
こ
と
」
が
人
と
神
と
を
一

続
き
の
存
在
へ
と
つ
な
げ
る
紐
帯
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
は
筧
が
そ
の
心
を
持
つ
人
を
「
真
人
・
ミ
コ
ト
」
と
呼
び
、
神
の

場
合
は
「
命
・
尊
」
と
称
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
だ
が
（
（（
（

、
今

少
し
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
人
と
神
と
が
一
続
き
の
関
係
性
を

持
っ
て
い
る
こ
と
は
『
惟
神
大
道
』
に
始
ま
っ
た
も
の
で
は
な
く

『
神
な
が
ら
の
道
』
に
お
い
て
も
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
「
心
の
ま
こ
と
」
で
は
な
く
「
生
命
」
が
そ
の
役
を
果
た

し
て
い
る
が
、
そ
の
例
を
左
に
挙
げ
る
。

人
と
い
ふ
人
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
は
皆
此
の
大
な
る
天
然

の
力
、
不
可
思
議
の
作
用
に
依
り
て
生
活
致
し
て
居
ら
ぬ
も
の

は
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
。
別
別
の
生
命
を
有
す
る
無
数
の
人
達
な
れ

ど
も
、
其
の
根
本
に
這
入
っ
て
見
ま
す
れ
ば
皆
同
じ
大
生
命
に

帰
着
し
、
一
つ
の
小
生
命
よ
り
進
入
し
て
、
有
ら
ゆ
る
小
生
命

に
共
通
な
る
根
本
に
達
し
、
夫
よ
り
有
ら
ゆ
る
小
生
命
に
通
ふ

こ
と
が
出
来
（
第
三
図
の
二
）、
結
局
、
一
切
の
小
生
命
を
網
羅

し
、
一
切
の
小
生
命
に
よ
り
表
現
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
、
唯
一
の

普
遍
的
大
生
命
に
な
つ
て
し
ま
ひ
ま
す
（
第
三
図
の
二
参
照
）、

此
の
種
の
普
遍
的
大
生
命
が
即
ち
神
様
で
あ
る
と
も
申
さ
れ
ま

す
（
（（
（

。

　

な
お
、
神
様
を
拝
む
営
み
を
徹
底
さ
せ
る
形
式
と
し
て
神
拝
作
法

が
挙
げ
ら
れ
、
筧
は
そ
れ
を
「
神
人
合
一
を
達
成
せ
ん
と
す
る
行
（
（（
（

」

と
説
明
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
オ
カ
ル
テ
ィ
ッ
ク
な
儀
式
や
思
想
を

薦
め
て
い
る
の
で
は
な
い
。
右
の
よ
う
に
本
来
は
一
つ
に
つ
な
が
っ

て
い
る
…
と
い
う
理
解
に
基
づ
く
言
説
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
べ
き

箇
所
で
あ
る
。
大
門
を
開
く
鍵
と
い
う
言
葉
の
底
に
は
、
こ
う
し
た

理
解
が
横
た
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
見
逃
し
難
い
。
な
お
鍵
と
い
う
喩

え
は
、
一
度
扉
を
開
い
て
し
ま
え
ば
用
は
無
く
な
る
…
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
か
ら
、
過
小
評
価
す
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は

右
の
理
解
か
ら
も
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

　

こ
の
「
心
の
ま
こ
と
」
発
揚
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る

の
が
第
一
回
の
御
進
講
で
あ
る
。
筧
に
よ
る
と
「
心
の
ま
こ
と
」
を

発
揚
す
る
に
は
、
物
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
の
心
の
段
階
を
認
識
す

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
が
「
感
覚
知
覚
」「
人
、
我
及
財
の

意
識
（
我
ご
こ
ろ
、
人
（
他
）
ご
こ
ろ
）」「
国
の
意
識
（
国
ご
こ
ろ
）」

「
天
地
（
大
宇
宙
）
の
意
識
（
天
こ
こ
ろ
）」「
神
の
光
明
の
意
識
（
日
ご

こ
ろ
、
日
の
本
つ
心
、「
天
晴　

あ
な
面
白　

あ
な
手
伸
し　

あ
な
明
け　
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お
け
」）」
で
あ
る
。
こ
れ
は
ど
れ
か
一
つ
が
良
い
と
い
う
趣
旨
で
説

か
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
感
覚
知
覚
」
か
ら
順
番
に
人
の
意
識

を
下
位
か
ら
上
位
に
向
け
て
説
明
し
、「
心
の
ま
こ
と
」
発
揚
の
プ

ロ
セ
ス
を
正
確
に
説
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
順
に
説
明
を

加
え
よ
う
。

　

ま
ず
一
つ
目
の
心
の
段
階
「
感
覚
知
覚
」
と
は
視
覚
、
聴
覚
、
嗅

覚
、
味
覚
、
触
覚
と
い
う
五
感
に
知
覚
を
加
え
た
六
つ
の
感
覚
を
指

す
。
筧
が
こ
れ
ら
の
感
覚
を
「
こ
の
五
感
と
近
く
の
六
つ
の
も
の
は

何
れ
も
外
界
外
物
を
認
識
致
す
に
つ
い
て
材
料
と
な
る
大
切
な
る

心
（
（（
（

」
と
認
識
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
が
、
兎
も
角
こ
の
段
階
は
自

分
と
い
う
存
在
に
限
定
し
た
心
の
様
子
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
理
解

で
き
よ
う
。

　

続
く
二
つ
目
の
心
の
段
階
が
「
人
、
我
及
財
の
意
識
（
我
ご
こ
ろ
、

人
（
他
）
ご
こ
ろ
）」
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
つ
目
の
心
の
上
位
に
あ

る
も
の
で
、
端
的
に
い
う
と
自
分
と
他
人
を
ど
う
考
え
る
か
？
と
い

う
人
我
意
識
の
段
階
を
指
し
て
い
る
。
自
分
を
認
識
す
る
我
の
意

識
・
他
者
を
認
識
す
る
人
の
意
識
に
、
財
物
の
意
識
が
従
属
す
る
と

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
「
我
」「
人
」
と
い

う
心
が
「
離
れ
ざ
る
心
（
（（
（

」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
人
と
人
と
は
本
質
的
に
つ
な
が
っ
た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

お
り
、
こ
の
理
解
が
不
十
分
だ
と
、
十
分
な
発
揚
は
望
め
な
い
し
、

言
説
の
理
解
と
し
て
も
不
徹
底
に
な
る
の
で
注
意
を
払
う
必
要
が
あ

る
。

　

三
つ
目
が
「
国
の
意
識
（
国
ご
こ
ろ
）」
だ
が
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る

国
家
意
識
・
国
家
精
神
を
ど
う
考
え
る
か
？
と
い
う
段
階
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
筧
は
左
の
様
に
説
明
を
始
め
る
。「
さ
て
こ
の
『
人

我
の
心
』
と
い
ふ
所
ま
で
は
一
般
に
東
西
共
に
覚
ら
れ
て
居
り
何
処

で
も
喧
し
く
申
さ
れ
て
居
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
上
の
『
国
の

心
』（
国
心
）
と
申
す
も
の
に
な
り
ま
す
る
と
、
之
を
覚
ら
ず
、
学

問
上
乃
至
宗
教
上
も
之
を
捨
て
置
く
所
が
多
い
の
で
あ
り
ま
す
」
と
（
（（
（

。

そ
の
上
で
、
日
本
で
は
ま
ず
個
人
・
個
我
の
後
に
国
と
い
う
も
の
を

感
じ
る
の
で
は
な
く
、「
自
分
は
国
で
あ
り
、
国
は
自
分
で
あ
る
」

と
感
じ
る
特
徴
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
（（
（

。「
さ
う
い
ふ
国
と
離
れ

ぬ
人
我
が
五
感
を
働
か
し
て
外
界
を
認
識
し
て
居
り
ま
す
（
（（
（

」
と
の
言

は
、「
心
の
ま
こ
と
」
を
発
揚
す
る
為
に
は
、
自
分
と
国
と
が
本
質

的
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
た
段
階
に
至
っ
た
う
え
で
、

こ
こ
ま
で
挙
げ
た
二
つ
の
心
を
連
携
さ
せ
る
こ
と
の
重
要
性
を
喚
起

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

四
つ
目
が
「
天
地
（
大
宇
宙
）
の
意
識
（
天
こ
こ
ろ
）」
だ
が
、
こ

こ
か
ら
筧
の
特
徴
が
、
よ
り
濃
く
表
れ
て
く
る
と
い
え
よ
う
。
と
い

う
の
も
筧
は
「
心
の
ま
こ
と
」
を
発
揚
す
る
た
め
に
は
、
一
つ
前
の

「
国
心
」
か
ら
さ
ら
に
歩
み
を
進
め
る
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。
そ
し

て
「
国
心
」
の
奥
に
存
在
す
る
「
天
地
の
心
（
天
地
心
）」「
天
心
」

と
い
う
天
地
と
一
体
と
な
る
心
が
存
在
し
、
そ
こ
に
至
る
必
要
性
を
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述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
筧
は
こ
れ
を
「
之
は
平
か
な
る
大
い
な
る

偏
ら
ざ
る
心
で
御
座
い
ま
す
。
日
本
に
於
て
ば
か
り
で
は
な
く
、
漢

土
に
於
き
ま
し
て
も
こ
の
『
天
地
と
一
つ
の
心
』
を
大
事
に
致
し
て

居
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
（
（（
（

」
と
述
べ
、
古
来
か
ら
多
く
の
人
が
こ
の

「
天
心
」
の
発
揚
に
努
め
て
き
た
こ
と
を
述
べ
る
。
因
み
に
支
那
で

は
道
心
、
仏
教
で
は
ア
ラ
ヤ
に
相
当
す
る
も
、
仏
教
に
お
い
て
は

「
国
心
」
が
欠
落
し
て
い
る
と
の
分
析
を
加
え
て
い
る
。

　

最
後
の
五
つ
目
が
「
神
の
光
明
の
意
識
（
日
ご
こ
ろ
、
日
の
本
つ
心
、

「
天
晴　

あ
な
面
白　

あ
な
手
伸
し　

あ
な
明
け　

お
け
」）」
で
あ
る
。
こ

れ
は
平
ら
か
な
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
輝
き
の
あ
る
段
階
で
あ
り
、

生
命
の
輝
き
と
心
の
輝
き
が
ピ
タ
と
一
つ
に
な
っ
て
光
っ
て
い
る
も

の
、
最
も
根
本
で
神
様
と
最
も
近
い
心
…
と
筧
は
指
摘
す
る
（
（（
（

。「
心

の
ま
こ
と
」
を
発
揚
す
る
と
は
、
こ
の
段
階
に
到
達
し
た
上
で
物
事

に
臨
む
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　

と
は
い
え
こ
の
段
階
は
前
の
段
階
と
ど
う
違
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

筧
は
仏
教
の
第
九
識
、
キ
リ
ス
ト
教
の
ニ
ム
ブ
ス
と
い
っ
た
他
教
に

お
け
る
当
該
段
階
の
到
達
例
を
挙
げ
て
い
る
が
、
結
論
と
し
て
生
成

発
展
力
を
伴
う
も
の
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

筧
は
こ
の
段
階
に
あ
る
心
を
「
ヒ
ゴ
コ
ロ
（
日
心
）」
と
呼
称
し
、

そ
の
徹
底
さ
れ
た
も
の
が
「
日
の
本
つ
心
」「
カ
ム
ナ
ガ
ラ
ノ
コ
コ

ロ
（
惟
神
の
心
）」「
清
明
心
」「
心
の
マ
コ
ト
」「
皇
産
霊
」
と
呼
ば

れ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
こ
の
心
に
は
万
物
を
生
む
性
質
が

あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
天
心
の
よ
う
に
平
ら
か
で
偏
り
の
な
い
段
階

で
止
ま
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
含
ん
だ
う
え
で
発
展
、
生
長
し

て
い
く
段
階
の
心
を
指
し
て
い
る
の
だ
。

　

そ
し
て
こ
の
「
日
心
」
を
偏
ら
ず
純
真
に
見
て
い
く
と
、「
天
晴

　

ア
ナ
面
白　

ア
ナ
手
伸
シ　

ア
ナ
明
ケ　

オ
ケ
」
と
言
う
し
か
な

い
と
述
べ
る
の
で
あ
る
（
（（
（

。
こ
れ
が
本
項
の
冒
頭
に
、
こ
の
言
葉
を

も
っ
て
「
心
の
ま
こ
と
」
を
理
解
す
れ
ば
よ
い
と
い
っ
た
理
由
で
も

あ
る
。
で
は
こ
の
唱
え
言
葉
は
何
な
の
か
？
と
い
う
と
、
こ
れ
は
そ

も
そ
も
『
古
語
拾
遺
』
の
天
岩
戸
の
段
に
記
さ
れ
て
い
る
言
葉
で
あ

る
。
八
百
万
の
神
が
天
照
大
御
神
を
称
え
た
言
葉
で
も
あ
る
が
、
筧

に
よ
る
と
、
左
の
心
持
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
（
（（
（

。

天
晴
レ　
　
　

�

平
ら
か
な
る
大
き
な
心
【
青
天
の
心
：
現
人

（
肉
体
人
）
に
は
測
り
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
天

照
大
御
神
の
御
徳
が
、
広
大
公
平
に
一
切
を
蓋

う
有
難
さ
】

ア
ナ
面
白　
　

�

温
か
く
輝
い
て
い
る
心
【
白
日
の
心
：
天
照
大

御
神
の
御
徳
が
昇
る
日
輪
の
様
に
、
真
中
（
御

中
）
か
ら
輝
き
温
か
く
輝
く
さ
ま
】

ア
ナ
手
伸
シ　

�

一
宇
の
心
【
天
照
大
御
神
の
御
神
徳
が
無
限
・

広
大
に
、
大
本
よ
り
本
末
を
立
て
て
具
体
的
に

輝
く
さ
ま
】

ア
ナ
明
ケ　
　

�

清
涼
透
徹
の
心
【
明
道
心
：
天
照
大
御
神
が
道



筧克彦の未公刊書籍『惟神大道』について（中道）321

の
大
本
で
あ
る
さ
ま
】

オ
ケ　
　
　
　

�「
天
晴
レ　

ア
ナ
面
白　

ア
ナ
手
伸
し　

ア
ナ

明
ケ
」
を
祝
い
奉
る

　

ま
た
右
の
「
天
晴　

ア
ナ
面
白　

ア
ナ
手
伸
し　

ア
ナ
明
ケ　

オ

ケ
」
は
、
大
御
神
様
の
御
神
徳
で
あ
る
と
同
時
に
、
神
側
に
立
ち
勇

気
を
出
し
て
追
い
進
む
人
間
の
心
で
あ
る
と
も
説
か
れ
て
い
る
（
（（
（

。

　

こ
こ
ま
で
第
一
回
を
中
心
に
内
容
を
確
認
し
て
き
た
が
、
そ
れ
を

ま
と
め
る
と
、
人
の
認
識
は
五
つ
の
ス
テ
ー
ジ
・
レ
ベ
ル
が
あ
り
、

そ
の
最
終
ス
テ
ー
ジ
に
ま
で
至
っ
て
こ
そ
「
心
の
ま
こ
と
」
を
発
揚

で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
は
「
天
晴　

あ
な
面
白　

あ
な
手
伸
し

　

あ
な
明
け　

お
け
」
の
理
解
に
集
約
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
Ⅱ
）
神�

拝
作
法
に
つ
い
て

―
神
様
を
拝
む
こ
と
を
徹
底
す
る
形
式
―

　

前
パ
ー
ト
で
神
様
を
拝
む
こ
と
が
、
惟
神
道
の
手
始
め
で
あ
る
と

同
時
に
、
惟
神
道
の
極
致
で
あ
り
、「
心
の
ま
こ
と
」
を
発
揚
す
る

最
も
早
く
完
全
な
る
方
法
で
あ
る
と
の
主
張
を
確
認
し
た
が
、
そ
れ

を
徹
底
さ
せ
る
方
法
と
し
て
、
神
拝
作
法
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

が
「
二
拝　

二
拍
手　

天
晴
レ　

ア
ナ
面
白　

ア
ナ
手
伸
シ　

ア
ナ

明
ケ　

オ
ケ　

二
拍
手　

一
拝
」
だ
が
、
筧
は
こ
れ
を
左
の
様
に
表

現
し
て
い
る
（
（（
（

。

扨
神
様
を
お
拝
み
致
し
ま
す
る
に
は
、
之
を
徹
底
す
る
に
付
て

形
式
が
御
座
い
ま
す
。
形
式
は
末
で
御
座
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

而
も
欠
く
こ
と
の
出
来
ぬ
も
の
で
、
そ
れ
に
よ
り
本
が
本
と
し

て
彌
々
徹
底
し
て
参
る
の
で
御
座
い
ま
す
。
そ
の
最
小
限
の
形

式
に
し
て
心
と
最
も
離
れ
ざ
る
所
の
神
拝
形
式
、
心
の
ま
こ
と

の
満
足
し
得
る
神
拝
形
式
は
、
次
の
も
の
で
御
座
い
ま
す

　
　
　
　

二
拝

　
　
　

二
拍
手

　

天
晴
レ

　

ア
ナ
面
白

　

ア
ナ
手
伸
シ

　

ア
ナ
明
ケ

　

オ
ケ

　
　
　

二
拍
手

　
　
　

一
拝

　

右
は
前
述
し
た
通
り
、
現
代
に
お
け
る
神
拝
作
法
と
は
些
か
趣
を

異
に
す
る
。
現
代
の
作
法
と
い
っ
て
も
、
一
社
の
故
実
等
の
事
情
か

ら
必
ず
し
も
統
一
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、「
二
拝　

二
拍

手　

一
拝
」
が
一
般
的
で
あ
る
。
そ
の
作
法
を
基
準
と
す
る
な
ら
ば

二
拍
手
と
一
拝
の
間
に
、「
天
晴
レ　

ア
ナ
面
白　

ア
ナ
手
伸
シ　

ア
ナ
明
ケ　

オ
ケ
」「
二
拍
手
」
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
筧
の
示
す
神
拝
作
法
に
近
い
も
の
が
明
治
四
〇
年
に
定
め
ら
れ

た
神
社
祭
式
行
事
作
法
に
お
け
る
祝
詞
奏
上
作
法
だ
が
、
そ
れ
に
せ
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よ
最
後
の
一
拝
が
一
致
し
な
い
。
筧
は
何
故
こ
の
よ
う
な
作
法
を
唱

え
る
に
至
っ
た
の
か
。

　

そ
の
答
え
は
明
白
で
あ
る
。
筧
に
お
け
る
神
拝
形
式
は
、
深
い
意

味
の
込
め
ら
れ
た
「
行
」
で
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
（
（（
（

。
意
味
も
分

か
ら
ず
機
械
的
・
儀
礼
的
に
行
う
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
動
作
で
は
な
く
、

惟
神
道
（
神
な
が
ら
の
道
）
を
修
め
る
者
と
し
て
必
然
の
動
作
と
し

て
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
第
二
回
の
講
義
内
容
を
元
に
、

筧
の
い
う
行
と
し
て
の
意
義
を
読
み
解
い
て
い
こ
う
。

　

ま
ず
「
拝
」
は
「
神
様
を
有
り
難
く
懐
か
し
み
思
ひ
奉
り
て
す
る

行
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
筧
に
よ
る
と
、
世
界
に
は
、
神
を
畏
る

べ
き
存
在
と
し
て
教
え
る
事
例
も
あ
る
が
、
惟
神
道
に
お
い
て
神
は

父
母
の
如
き
存
在
で
あ
る
と
い
う
。
よ
っ
て
「
拝
」
と
は
、
神
を
有

難
く
懐
か
し
く
思
う
気
持
ち
を
表
現
し
た
動
作
・
行
で
あ
る
と
同
時

に
、
未
だ
そ
の
境
地
に
至
ら
ざ
る
者
に
と
っ
て
は
、
そ
の
境
地
に
至

る
た
め
の
動
作
・
行
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

で
は
な
ぜ
拝
を
二
回
す
る
の
か
？
と
い
う
問
題
だ
が
、
こ
れ
は
有

難
く
懐
か
し
く
思
う
気
持
ち
を
丁
寧
に
表
現
す
る
為
と
説
明
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
し
そ
こ
に
は
二
つ
の
方
向
性
が
存
在
し
て
い
る
。
一
つ

は
丁
寧
に
表
現
し
て
い
て
は
キ
リ
が
無
い
の
で
、
そ
の
最
小
限
度
が

二
回
で
あ
る
と
い
う
も
の
。
そ
し
て
も
う
一
つ
が
惟
神
道
は
何
時
で

も
彌
々
倍
々
と
い
う
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

極
論
す
れ
ば
こ
の
「
拝
」
と
い
う
動
作
を
以
て
、
神
拝
作
法
を
完

了
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
？
と
い
う
疑
問
も
生
じ
る
。
な

ぜ
な
ら
有
り
難
い
と
い
う
気
持
ち
を
神
様
に
届
け
る
こ
と
だ
け
で
も
、

神
拝
と
し
て
は
十
分
な
意
義
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
で
は
な

ぜ
拍
手
と
い
う
作
法
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
神
様
へ
の
気
持

ち
を
自
分
の
身
に
お
い
て
実
践
し
て
い
く
と
い
う
方
向
性
が
存
在
す

る
か
ら
と
い
う
。
つ
ま
り
二
拝
で
止
ま
っ
て
い
る
だ
け
で
は
不
十
分

と
い
う
の
で
あ
る
。
筧
は
左
の
様
に
述
べ
る
。

惟
神
道
に
於
て
は
己
を
正
し
く
す
る
に
よ
り
神
と
一
つ
な
ら
む

と
す
る
の
で
御
座
い
ま
し
て
、
手
を
拍
つ
所
に
神
様
を
迎
へ
奉

り
ま
す
と
共
に
、
神
様
に
向
つ
て
参
進
す
る
の
で
御
座
い
ま
す
（
（（
（

。

　

右
を
筧
の
言
で
端
的
に
表
現
す
る
な
ら
ば
前
掲
の
「
神
人
合
一
を

達
成
せ
ん
と
す
る
行
」
だ
が
、
こ
れ
は
神
と
人
と
が
元
々
一
つ
の
存

在
で
あ
る
と
の
理
解
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
重
ね
て

指
摘
し
て
お
く
。
と
い
う
の
も
「
響
即
神
と
感
ぜ
ら
れ
る
（
（（
（

」
と
い
っ

た
言
も
、
そ
の
認
識
を
欠
い
て
は
意
味
が
大
き
く
異
な
っ
て
し
ま
う

か
ら
で
あ
る
。
な
お
こ
の
拍
手
が
二
回
と
い
う
の
は
、
拝
と
同
じ
事

情
で
あ
る
。

　

こ
の
後
に
続
く
「
天
晴
レ
…
…
オ
ケ
」
だ
が
、
こ
れ
は
拍
手
と
密

着
な
位
置
づ
け
を
持
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
こ
の
唱
え
言
葉
は
、

拍
手
の
際
の
心
持
を
表
わ
す
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
で
は
拍

手
の
際
に
そ
の
心
持
に
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
な
ぜ
唱
え
る
必
要

が
あ
る
の
か
？
と
い
う
疑
問
も
生
じ
る
が
、
そ
れ
は
唱
え
る
こ
と
で
、



筧克彦の未公刊書籍『惟神大道』について（中道）323

そ
の
心
を
彌
々
徹
底
さ
せ
る
意
味
が
あ
る
か
ら
だ
と
い
う
。
な
お
細

か
く
言
及
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
唱
え
言
葉
に
あ
る
五
つ
は
、
そ
の
内

容
を
一
つ
一
つ
離
れ
離
れ
の
も
の
と
し
て
考
え
る
の
で
は
な
く
、
ピ

タ
ッ
と
一
致
さ
せ
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
い
う
。

　

そ
う
な
る
と
続
く
二
拍
手
は
い
っ
た
い
如
何
な
る
意
味
を
持
つ
の

か
。
前
の
拍
手
が
「
神
人
合
一
を
達
成
せ
ん
と
す
る
行
」
で
あ
っ
た

の
だ
か
ら
、
屋
上
に
屋
を
架
す
も
の
で
は
な
い
か
？
と
の
疑
問
も
生

じ
よ
う
。
そ
れ
に
対
す
る
筧
の
答
え
は
こ
う
で
あ
る
。
こ
の
二
拍
手

は
「『
天
晴
レ
…
…
オ
ケ
』
の
心
を
実
際
に
振
ひ
起
す
こ
こ
ろ
を
捧

ぐ
る
も
の
（
（（
（

」
で
あ
る
と
。
前
掲
の
心
持
に
輝
い
た
と
こ
ろ
で
事
終
え

り
と
す
る
の
で
は
な
く
、
神
意
（
か
み
の
こ
こ
ろ
）
と
一
つ
に
な
っ

た
こ
と
を
有
難
く
思
い
、
之
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
意
気
・
元
気
を

捧
げ
、
神
を
祝
い
奉
る
た
め
に
拍
手
を
打
つ
の
だ
と
い
う
。

　

そ
し
て
最
後
の
一
拝
だ
が
、
こ
れ
は
「
神
様
を
背
中
に
負
ひ
奉
る

こ
こ
ろ
の
拝
」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。「
こ
れ
は
神
様
を
背
中

に
負
ひ
奉
つ
て
、
こ
れ
よ
り
世
の
中
に
降
り
、
あ
ら
ゆ
る
事
に
、
神

意
と
一
つ
な
る
『
天
晴
レ
…
…
オ
ケ
』
の
心
を
実
現
し
て
参
ゐ
る
為

の
拝
で
御
座
い
ま
す
。
此
の
終
り
の
拝
は
、
一
度
だ
け
に
し
て
少
し

長
く
な
る
の
で
御
座
い
ま
す
（
（（
（

」
と
の
言
が
示
す
通
り
で
あ
る
。

　

な
お
一
般
の
神
拝
作
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
対
立
す
る
も
の

と
い
う
よ
り
も
、
程
度
の
差
と
い
っ
た
観
で
把
握
し
て
い
た
こ
と
は

左
の
言
か
ら
窺
え
る
。「
神
拝
の
形
式
に
は
簡
単
に
も
種
々
の
程
度

が
御
座
い
ま
す
が
、
心
持
を
大
切
に
致
し
ま
す
る
場
合
に
は
「
二
拝
、

二
拍
手
、『
天
晴
レ
…
オ
ケ
』
二
拍
手
、
一
拝
」
が
一
般
に
よ
ろ
し

か
ら
う
と
存
じ
ま
す
（
（（
（

」

　

以
上
、「
心
の
ま
こ
と
」
と
、
神
様
を
拝
む
営
み
に
お
け
る
循
環

的
発
展
関
係
と
、
そ
れ
を
徹
底
さ
せ
る
神
拝
作
法
の
意
義
を
確
認
し

た
。
そ
こ
に
は
本
来
存
在
し
て
い
る
神
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
、

そ
こ
か
ら
進
ん
で
い
こ
う
と
い
う
方
向
性
や
、
そ
の
発
揚
過
程
が
常

識
の
タ
ガ
を
外
し
た
突
飛
な
も
の
で
は
な
く
、
一
定
の
思
考
プ
ロ
セ

ス
に
沿
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。

（
Ⅲ
）
五�

門
に
つ
い
て

―
大
門
を
開
い
た
先
に
あ
る
も
の

―

　

こ
こ
ま
で
指
摘
し
た
「
心
の
ま
こ
と
」
を
鍵
と
し
て
、
門
を
開
い

た
先
に
存
在
す
る
の
が
「
門
」「
道
」「
路
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
惟
神

道
（
神
な
が
ら
の
道
）
の
全
体
図
が
明
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、

筧
が
「
以
上
の
五
つ
の
門
の
方
向
か
ら
入
つ
て
之
を
試
み
ね
ば
完
全

で
は
御
座
い
ま
せ
ん
（
（（
（

」
と
述
べ
て
い
る
点
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ

る
。
五
門
の
い
ず
れ
か
で
理
解
を
留
め
た
り
、
他
の
門
と
の
関
連
性

を
欠
い
て
し
ま
う
と
、
筧
の
説
く
惟
神
道
を
歪
ん
だ
形
で
理
解
し
て

し
ま
う
可
能
性
が
高
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
筧
は
こ
れ
を
人
間
の
五
感

に
喩
え
、
そ
の
理
解
を
促
し
て
い
る
。

　

五
門
が
「
天
晴
門
」「
昇
日
門
」「
家
国
門
」「
明
道
門
」「
進
進
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門
」
の
五
つ
を
指
し
て
い
る
の
は
、
前
に
指
摘
し
た
が
、
御
進
講
で

は
各
門
の
内
容
が
順
を
追
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
第
二
回

講
義
で
は
、
晴
天
門
を
「
即
ち
参
入
す
れ
ば
青
天
の
見
ゆ
る
門
」
と

説
明
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
五
門
の
内
容
を
確
実
に
理
解
す
る
に
は
、

今
少
し
読
み
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
う
し
た
際
に
理
解
の
助
け
と
な
る
の
が
、
五
つ
の
門
か
ら
惟
神

道
へ
入
る
こ
と
を
、
実
際
の
事
実
に
当
て
は
め
て
説
明
し
て
い
る
箇

所
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
第
一
門
は
神
様
の
こ
と
、
第
二
門
は
神
の
光

に
面
わ
の
輝
け
る
人
、
第
三
門
が
肇
国
の
根
本
精
神
と
八
紘
一
宇
に

つ
い
て
、
第
四
門
が
祭
政
一
致
、
第
五
門
が
神
様
は
元
気
を
も
っ
て

進
む
べ
き
に
進
ま
れ
る
本
で
あ
り
、
こ
の
神
様
の
ま
ま
に
国
も
人
も

元
気
を
以
て
進
ん
で
い
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
、
と
各
門
で
修
む
べ
き

内
実
に
つ
い
て
の
説
明
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
か
ら
筧
は
右
の
構
成
に
沿
っ
て
神
道
論
を
展
開
し
て
い
る
が
、

本
稿
は
そ
の
「
五
門
」
を
進
ん
で
い
く
過
程
で
、
修
得
さ
れ
る
認
識

の
具
体
例
の
一
つ
と
し
て
、
天
之
御
中
主
神
と
天
照
大
御
神
の
関
係

に
焦
点
を
絞
り
考
察
を
進
め
る
。
筧
は
自
身
の
著
作
に
お
い
て
天
之

御
中
主
神
に
大
き
な
力
を
認
め
て
い
る
一
方
、
そ
れ
と
同
時
に
天
照

大
御
神
に
も
大
き
な
力
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
や
や
も
す
れ
ば
、

ど
ち
ら
の
力
が
強
く
根
源
的
な
の
か
、
俗
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
ど

ち
ら
が
偉
い
の
か
？
と
い
っ
た
素
朴
か
つ
根
源
的
な
疑
問
を
抱
か
せ

る
重
要
な
ト
ピ
ッ
ク
と
い
え
る
。
前
掲
の
入
江
曜
子
は
天
之
御
中
主

神
を
中
心
と
し
た
図
を
掲
げ
皇
帝
に
進
講
し
た
と
記
し
て
い
る
が
、

こ
の
言
を
素
直
に
読
め
ば
、
天
之
御
中
主
神
が
根
源
神
で
あ
り
天
照

大
御
神
は
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
神
…
と
い
う
理
解
に
至
っ
て
も
不
思

議
で
は
な
い
。
果
た
し
て
そ
の
可
否
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

五　

天
照
大
御
神
と
天
之
御
中
主
神
の
関
係

　

古
今
の
神
道
論
に
お
い
て
天
照
大
御
神
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て

い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
は
筧
に
お
い
て
も
例
外
で
は

な
い
が
、
そ
の
重
要
と
さ
れ
る
理
由
に
お
い
て
、
注
意
す
べ
き
点
が

存
在
す
る
。
ま
ず
第
六
回
講
義
の
一
文
を
左
に
挙
げ
る
。

斯
の
如
く
に
し
て
、
前
前
回
か
ら
申
し
上
げ
ま
し
た
天
つ
神
の

御
祖
と
し
て
の
御
徳
は
、
実
に
天
照
大
御
神
様
が
其
の
内
部
の

内
部
た
る
絶
対
処
に
具
備
し
給
ふ
御
徳
に
し
て
、
そ
の
御
徳
は

別
天
神
並
神
世
七
代
の
神
神
に
い
ま
す
の
で
御
座
い
ま
す
（
（（
（

。

　

天
照
大
御
神
の
御
徳
が
、
天
照
大
御
神
一
柱
に
と
ど
ま
る
と
い
う

指
摘
で
あ
れ
ば
別
段
驚
く
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
御
徳
が
別

天
神
並
神
世
七
代
の
神
神
に
も
存
在
す
る
と
の
言
に
は
注
目
す
る
必

要
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
別
天
神
、
そ
し
て
神
世
七
代
の
神
々
と
い

う
の
は
『
古
事
記
』
冒
頭
に
現
れ
る
神
で
あ
り
、
そ
こ
に
矛
盾
が
存

在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
天
照
大
御
神
は
、
伊
邪
那
岐
・

伊
邪
那
美
の
国
生
み
・
神
生
み
の
後
、
伊
邪
那
美
が
亡
く
な
り
、
悲

し
ん
だ
伊
邪
那
岐
が
妻
を
追
い
黄
泉
の
国
へ
訪
れ
た
後
、
日
向
で
禊
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を
し
た
際
に
生
ま
れ
た
神
で
あ
る
。
時
系
列
を
考
え
る
と
後
に
生
ま

れ
る
天
照
大
御
神
の
御
徳
が
、
冒
頭
の
天
地
開
闢
時
に
成
っ
た
天
之

御
中
主
神
を
は
じ
め
と
す
る
別
天
神
、
神
世
七
代
の
神
々
に
存
在
す

る
と
い
う
主
張
は
辻
褄
が
あ
わ
な
い
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

　

し
か
し
筧
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
「
大
御
神
様
の
御
徳
を
物
語
り
に

よ
り
て
覚
ら
し
む
る
為
」
の
も
の
で
、
即
ち
本
質
を
物
語
の
表
現
で

言
い
表
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
（
（（
（

。
つ
ま
り
文
献
上
で
は
別
天
神
並

神
世
七
代
の
神
神
が
先
に
存
在
し
、
天
照
大
御
神
が
後
に
生
ま
れ
た

…
…
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
質
的
な
理
解
を
為
す
に
あ
た
っ
て
は
、

そ
の
順
序
の
み
に
拘
る
べ
き
で
は
な
い
…
と
訴
え
て
い
る
わ
け
で
あ

る
。
神
典
の
冒
頭
に
別
天
神
並
神
世
七
代
の
神
神
を
物
語
ろ
う
と
も
、

そ
れ
は
天
照
大
御
神
の
大
元
神
、
主
神
た
る
を
否
定
し
な
い
と
い
う

の
は
、
そ
う
し
た
理
解
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
れ
は
前
掲
文
に
あ
る

「
御
徳
」
を
読
み
解
く
こ
と
で
理
解
が
深
ま
る
が
、
そ
の
参
考
と
し

て
第
三
回
講
義
を
挙
げ
た
い
。

　

第
三
回
講
義
は
、
天
照
大
御
神
が
神
の
中
核
に
し
て
神
の
全
一
で

あ
る
こ
と
を
示
す
「
晴
天
門
」
の
内
容
を
説
く
回
の
一
つ
で
あ
る
。

神
は
大
元
を
辿
る
と
一
つ
の
存
在
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
考
え
に
至

れ
な
い
理
由
を
四
つ
の
条
項
に
分
け
て
解
説
を
加
え
て
い
る
。
第
三

回
は
こ
の
四
条
項
の
「
其
の
二
」
か
ら
「
其
の
四
」
を
説
き
、
そ
の

後
に
「
第
二　

天
照
大
御
神
は
無
上
の
真
神
、
大
本
神
と
し
て
の
極

緻
の
神
に
坐
し
ま
す
」「
第
三　

天
照
大
御
神
の
御
神
名
に
つ
い
て
」

と
い
う
項
目
を
設
け
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
左
の
言
が
あ
る
。

以
上
の
如
く
な
れ
ば
天
照
大
御
神
様
一
言
を
以
て
申
上
げ
奉
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ぬ
。
天
照
大
御
神
様
は
無
上
の
眞
神
、
大
本

神
と
し
て
極
緻
の
神
に
坐
し
ま
す
の
で
御
座
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ

る
方
面
に
渡
り
て
生
き
給
ひ
、
総
て
の
生
活
そ
の
も
の
の
根
源

で
あ
ら
せ
ら
れ
ま
す
。
即
ち
天
地
人
の
根
本
生
命
と
し
て
の
其

の
各
方
面
を
兼
ね
備
へ
、
一
切
の
生
命
を
包
容
し
給
ふ
て
御
い

で
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
人
の
生
命
の
根
源
、
生
活
の
中
心
に

ま
し
ま
す
故
に
御
先
祖
で
い
ら
せ
ら
れ
ま
す
。
人
と
い
ふ
人
の
、

又
物
と
い
ふ
物
の
生
命
あ
る
所
の
根
源
で
あ
ら
せ
ら
れ
ま
し
て
、

神
の
覚
信
の
最
も
深
く
公
平
な
る
心
に
有
り
の
ま
ま
に
示
現
し

給
ひ
ま
す
（
（（
（

。

　

右
の
言
か
ら
天
照
大
御
神
が
、
こ
の
世
に
存
在
す
る
生
命
の
根
本

で
あ
り
、
ま
た
生
命
を
包
括
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
よ
う
。
こ
こ
に
お
い
て
根
本
・
包
括
と
い
う
言
葉
を
通
し

て
天
照
大
御
神
と
別
天
神
並
神
世
七
代
の
神
神
と
の
関
係
が
窺
え
る

が
、
筧
の
理
解
は
こ
こ
で
止
ま
ら
な
い
。
第
六
回
講
義
に
見
え
る

「
天
照
大
御
神
を
仰
ぎ
奉
る
方
面
」
―
「
天
祖
」「
皇
祖
」「
国
祖
」

「
道
祖
」「
治
祖
」
―
の
主
張
を
左
に
挙
げ
る
。

先
づ
大
体
を
仰
ぎ
奉
り
ま
す
る
に
、
天
照
大
御
神
様
は
天
祖
と

し
て
も
仰
ぎ
奉
る
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、
そ
れ
は
大
御
神
様
の

御
拡
張
の
全
一
の
方
面
で
あ
ら
せ
ら
れ
ま
す
。
大
御
神
様
を
そ
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の
中
心
よ
り
仰
ぎ
奉
れ
ば
皇
祖
に
坐
し
ま
す
の
で
御
座
い
ま
す
。

こ
の
中
心
た
る
皇
祖
天
照
大
御
神
様
が
具
体
的
に
中
程
に
御
拡

張
遊
さ
る
る
所
に
国
祖
を
仰
ぎ
奉
り
ま
す
。
さ
て
、
天
照
大
御

神
様
を
其
の
拡
張
し
給
ふ
全
一
の
方
面
に
つ
き　

天
祖
と
し
て

仰
ぎ
奉
る
場
合
に
は
別
天
神
並
神
世
七
代
の
神
神
の
御
名
を
以

て
拝
み
致
し
ま
す
る
し
、
皇
祖
と
し
て
拝
し
ま
す
る
場
合
に
は
、

常
に
た
だ
天
照
大
御
神
様
と
し
て
仰
ぎ
奉
る
に
止
ま
り
、
別
の

御
名
義
の
神
様
と
し
て
仰
ぎ
奉
る
こ
と
で
は
御
座
い
ま
せ
ぬ
。

そ
し
て
国
祖
を
拝
し
奉
る
は
唯
々
一
国
の
御
祖
に
止
ま
り
給
ふ

と
申
す
排
斥
的
の
意
味
で
拝
す
る
の
で
は
な
く
、
又
道ミ

チ
ツ

祖ミ
オ
ヤ・

治シ
ロ
シ
メ
ス
コ
ト
ノ
ミ
オ
ヤ

祖

と
し
て
仰
ぎ
奉
り
ま
す
こ
と
は
、
斯
か
る
天
祖
、

皇
祖
、
国
祖
た
ら
せ
給
ふ
こ
と
に
従
属
し
て
大
御
神
様
を
申
上

ぐ
る
こ
と
で
御
座
い
ま
す
（
（（
（

。

　

古
典
に
お
け
る
時
系
列
の
記
述
の
奥
に
、
天
照
大
御
神
の
本
質
的

な
力
の
理
解
が
横
た
わ
っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
「
天
祖
」「
国
祖
」

と
い
う
位
置
づ
け
が
派
生
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
よ
っ
て

右
の
考
え
に
従
う
と
、
天
照
大
御
神
を
「
天
祖
」
と
し
て
仰
ぐ
と
き
、

そ
の
名
称
が
別
天
神
並
神
世
七
代
の
神
神
の
御
名
と
な
る
わ
け
で
あ

る
。
こ
う
し
た
理
解
は
、
こ
れ
ま
で
の
『
神
な
が
ら
の
道
』
と
い
っ

た
著
作
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
実
で
は
な
い
も
の
の
、

そ
の
理
解
へ
の
階
梯
が
明
確
に
言
葉
化
さ
れ
て
お
り
、
大
き
な
特
徴

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
は
未
公
刊
書
籍
『
惟
神
大
道
』
の
周
辺
状
況
を
指
摘
し
た
上

で
、
そ
こ
に
展
開
さ
れ
る
神
道
論
の
特
徴
を
確
認
し
た
。
結
果
と
し

て
「
五
門
の
喩
え
」
と
い
っ
た
戦
前
の
公
刊
著
作
に
は
認
め
難
い
説

き
方
や
、『
神
な
が
ら
の
道
』
か
ら
歩
み
を
進
め
た
神
道
論
の
展
開

を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
神
道
の
教
え
方
・
伝
え
方
を
研
究
す

る
神
道
教
育
研
究
に
と
っ
て
は
、
大
変
意
義
深
い
事
例
で
あ
る
と
共

に
、
近
代
日
本
宗
教
史
に
お
け
る
人
物
研
究
と
し
て
も
意
味
の
あ
る

事
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
本
稿
で
扱
っ
た
『
惟
神
大

道
』
は
ほ
ん
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
残
り
の
部
分
に
つ
い
て
は
今
後

の
研
究
に
譲
り
擱
筆
し
た
い
。

注（1
）　

筧
克
彦
『
惟
神
大
道
』
頁
四
九
三

（
2
）　

三
潴
信
吾
「
筧
克
彦
博
士
二
〇
年
祭
に
当
り
て
」（『
月
刊
カ
レ
ン

ト
』
四
四
四　

昭
和
五
六
年
）　

頁
一
六

（
3
）　

前
掲
注
（
1
）
頁
四
八
七
～
四
八
八

（
4
）　

前
掲
注
（
1
）
頁
四
八
九
～
四
九
二

（
5
）　

前
掲
注
（
2
）
頁
一
四

（
6
）　

筧
克
彦
『
皇
学
図
録　

第
一
巻
』（
立
花
書
房　

昭
和
三
六
）「
ま

え
が
き
」

（
7
）　

筧
泰
彦
「
父
筧
克
彦
の
こ
と
ど
も
」（『
学
士
会
会
報
』
六
九
〇
、

昭
和
五
二
）
頁
四
九
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（
8
）　

前
掲
注
（
2
）
頁
一
六

（
9
）　

入
江
曜
子
『
貴
妃
は
毒
殺
さ
れ
た
か　

皇
帝
溥
儀
と
関
東
軍
参
謀

吉
岡
の
謎
』（
新
潮
社 

平
成
一
〇
）　

頁
一
四
二
～
一
四
三

（
10
）　

小
野
忍
・
野
原
四
郎
訳
『
わ
が
半
生
』（
昭
和
五
二　

筑
摩
書
房
）

頁
五
六
～
五
七

（
11
）　

工
藤
美
代
子
『
母
宮
貞
明
皇
后
と
そ
の
時
代
』（
中
央
公
論
新
社　

平
成
一
九
）
頁
二
三
四

（
12
）　

筧
素
彦
『
今
上
陛
下
と
母
宮
貞
明
皇
后
』（
日
本
教
文
社　

昭
和

六
二
）
頁
二
五
一
～
二
五
二

（
13
）　

愛
新
覚
羅
溥
儀
『
我
的
前
半
生
』（
群
衆
出
版
社　

平
成
一
九
年
）

頁
二
七
六

（
14
）　

前
掲
注
（
7
）
頁
四
七

（
15
）　

前
掲
注
（
1
）
頁
三
一

（
16
）　

前
掲
注
（
1
）
頁
一

（
17
）　

前
掲
注
（
1
）
頁
二
四

（
18
）　

前
掲
注
（
1
）
頁
五
～
六

（
19
）　

筧
克
彦
『
神
な
が
ら
の
道　

上
の
巻
』（
大
正
一
四
）
頁
一
一
～

一
二

（
20
）　

前
掲
注
（
1
）
頁
二
七

（
21
）　

前
掲
注
（
1
）
頁
九

（
22
）　

前
掲
注
（
1
）
頁
一
一

（
23
）　

前
掲
注
（
1
）
頁
一
二

（
24
）　

前
掲
注
（
1
）
頁
一
二

（
25
）　

前
掲
注
（
1
）
頁
一
三

（
26
）　

前
掲
注
（
1
）
頁
一
三
～
一
四

（
27
）　

前
掲
注
（
1
）
頁
一
五

（
28
）　

前
掲
注
（
1
）
頁
一
六
～
一
七

（
29
）　

前
掲
注
（
1
）
頁
一
七
～
一
八

（
30
）　

前
掲
注
（
1
）
頁
一
九

（
31
）　

前
掲
注
（
1
）
頁
二
五
～
二
六

（
32
）　

前
掲
注
（
1
）
頁
二
六

（
33
）　

前
掲
注
（
1
）
頁
二
七

（
34
）　

前
掲
注
（
1
）
頁
二
七

（
35
）　

前
掲
注
（
1
）
頁
二
八

（
36
）　

前
掲
注
（
1
）
頁
二
九

（
37
）　

前
掲
注
（
1
）
頁
三
〇
～
三
一

（
38
）　

前
掲
注
（
1
）
頁
三
四

（
39
）　

前
掲
注
（
1
）
頁
一
二
五

（
40
）　

前
掲
注
（
1
）
頁
一
二
六

（
41
）　

前
掲
注
（
1
）
頁
六
〇
～
六
一

（
42
）　

前
掲
注
（
1
）
頁
一
二
二
～
一
二
三

※
『
惟
神
大
道
』
の
本
文
で
は
、
欠
字
を
始
め
、
現
代
で
は
特
殊
と
さ
れ
る

文
章
表
現
が
散
見
さ
れ
る
が
、
本
稿
引
用
部
分
に
お
い
て
は
当
該
表
現
を

改
め
た
。
ま
た
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
。

（
国
立
広
島
商
船
高
等
専
門
学
校
非
常
勤
講
師
）


